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1) 杉原四郎重田晃一訳『経済学ノー ト』ラ軽率担斗 85-86ヘ ジなど“但L，とのような価値法
則観の背後には，資本家的社会を歴史的社会として把握すぺ雪だという問題意識が潜んでいた。
Cf. W. Tuchsche=er， Bevor >>Das Kapital~( Ents臼 nd，Akadernie-v町Iag， B町Iin.1968， 
S.S. 125-126なお， ごの評注には別の有力な解釈もあるが， マルクスは競争叩機能を認識しつ
つも，変動の中心となる価格を他と特に匡別しているように思われない。 w経椅宇ノー ト.!l135-
136ベ ジ，トゥフシェ ラ ， ibid.， 5.S. 120-121，を審問咽




























4) 吉沢芳樹「マルクスにおけるリカー ドウ理論の発見と批判ー ←1840年代を中心に 」専修大
学乱会科苧研賢所編『社会科学年報』第4号，未来社， 197昨所恥 32~33ベ-:/. 
5) 資本家的社会の自立的性格を鋭くついたものとして宇野弘蔵氏の理論がある。価値論でもその
ことははっきり意識されている@たとえば『価値論』青木書居， 1965年， 229-230ペー ジを毒照.



























8) 吉沢芳樹，前掲論文， 16-19ベ ヅ。















































第二に， こりマノレク λ の人間観あるいは労働観は，孤立した人聞を対象に描



































18) ~Ü抱邦訳. 95--96， 98， 101ページ。
19) 後述44ベ ジ， Iξノレ評注J0)このよラな側面は，望月清司『ヲルクス歴史理論D研究E岩波
書庖， 1973年. 113-128ヘー 少など，森田桐郎 lジェー ムズ ミル評注 市民的ゲゼルシャフ
ト0批判的・経済学油認識の形成一一J Wマノレクス コメンター ル !j現代の理論社， 1972年所
収に鋭く析出されている。
20) W経皆学ノー トI112-119ペー ジなど，
























21) 向上書:， 99， 101-102ベー ジ。
22) 前掲邦訳117-118ぺ一三九真下信訳「フノ十イエルパツハに関するテーゼ」圭隼第3巻， 4へー
シ.
23) トりフ γェーラ は，競争のとbえ)"生産費の内容町三点カら， wドイツ イデオロギー』


























25) 向上書， 48ベ-~，杉原四郎『経済原論 I 一一一「経済哩批判」序説一一-~同λ錯， 1973年， 65 
68ベージを参照L
























27) 平木恭三郎訳『国民経済浮批判大綱』全集第1巻， 551-552ペ ジ， 杉原四郎『ミルとマルク
ス』ミネルヴァ書房， 1957年" 39-42へー ジを参照.
28) 経済学ノート~ 52ベ一三人
29) 前掲邦訳， 29， 48へー少。
30) 前掲邦訳， 7Gペー ジ，小泉信三訳『経済学及び課税目原理， (以下『原理J)上巻，岩波文庫，
14ベータ。


























31) 前掲邦訳， 96， 100-101， 104-105へージ.
32) 前掲邦訳， 156ぺ 三人 トクフシェーラーは，史的唯物論D確立と社会的総労働の配分へり関
心との関連を指摘している，01う cit.，S.S. 239-2400 

























33) r哲学の貧困191-92ペー ジ，宮本義男・山中隆次訳『貫首働と資本』角川丸庫， 21-23ベ
ジ
34) r賃世働と費本122ベ 三人


























35) 前掲邦訳， 91 ~、ージ。
36) r哲学D貧困Jl90"--91へ凡向上書:， 72へジをも参陪し

























37) .哲学の貧困， 37ベ ク，括弧内は引用者による挿入. .原理， 11ページ.
38) .経済原論1~ 53ベージg

























40) 前掲邦訳， 47へー ジ.
41) 前掲邦訳， 29-31ベーえ
42) 藤野捗訳『ドイツ イデオロギー 』全集，第3也 298ベージ。 マルグスカミ早くから時間の費
用性に着目していたことについては，杉原四郎『ミルとマノレグス.JI109-111ベー ジを参照し
























44) 羽鳥卓也『古典!i¥経済学の基本問題』未来社， 1972年， 257ベ ク，問書， 251ベー ジ以下，堀
経大『理論経済学の成立』アテネ新書.， 1958"年， 5{)-51.-!-";:;を参照。
45) 玉野井芳郎訳「絶対価値と吏換価憧」リカー ドウ全集lV，雄払堂書居所収，473ベー ジ，ミー ク.
水田洋・宮ふ義男訳 W$働価値論史研究』日本評論新社.134-139ペー ジを参照。
46) 前掲邦訳， 15へ-/，堀経夫前掲書， 54-57ペー ジを参照。
50 (150) 第 114巻第3・4号




















































52) 高木幸二郎監訳『経済苧批判要綱~ N，大月書庖， 939ベ え
53) 時永掴訳『乗I余価値学説史j I全事第26巻構2分冊， 545-546ベー ジ.
54) 杉原民ほ，マルクスの剰余価値論が時間費用論と密接に結びついていることを指摘されるとと
もに，マλクス剰余価値論の成立にイギリス労働者の標準労働日闘争が一定。役割を果たしたの
ではないかと推定しておられる。 rミルとマルクス.!l101-103， 114-115へ ジ.

























本1l， 45-46ベー さ入遊部久蔵『マルグス睦宵学』春秋社， 1968年， 94-95ペー ジをも参照.但し，
競争の重視は時間費用論とも関需があり.またマルクス白蓄積論が，剰余価値論を媒介に，資本
=賃労働関係の再生産を既にとらえているのも事実であるoTuchscheぽ町，0ρ cit.，S.S. 312 3 
13吉沢芳樹前掲論文， 47-49ページ。 ¥ 
